
































・・・横須賀市ハザードマップ・・・
よこすかわが街ガイド
詳しくはこちら→
https://www2.wagmap.jp/yokosuka/Portal

●津波ハザードマップの使い方

1, 目標物、高台の確認

自宅、学校、仕事場など、
付近の浸水の状況を確認しましょう。
次に、付近の避難目標となる高台を
確認しましょう。

2, 避難経路の設定

浸水想定区域や危険な箇所を避けて
避難経路を設定し、書き込みましょう。
直近の道だけでなく、複数の道を考
えておくことが重要です。

3, 避難経路の確認

実際に避難経路を歩いてみて、危険な箇所、夜停電しても
通れるか、などを家族や友人等と一緒に確認しておきましょう。
危険な箇所がある場合には避難経路を見直しましょう。

●土砂災害ハザードマップを見るポイント

地図に色がついている区域は、
災害発生時に被害を受ける恐れのある
地域です。自宅が当てはまるときは
危険区域の外への避難が基本です。

土砂災害の危険があっても、
マンションの上層階や2階以上の部屋
への移動などで安全確保できる場合は、
自宅に留まることも可能です。

自宅が危険区域に当てはまらない時は、自宅
での避難を検討しましょう。
色がついていなくても、崖より低い場所は、
状況に応じて避難できるよう備えましょう。

●洪水・高潮ハザードマップを見るポイント

地図に色がついている区域は、
災害発生時に被害を受ける恐れのある
地域です。自宅が当てはまるときは
危険区域の外への避難が基本です。

浸水の危険があっても、マンションの
上層階や2階以上の部屋への移動など
で安全確保できる場合は、自宅に留ま
ることも可能です。

自宅が危険区域に当てはまらない時は、自宅
での避難を検討しましょう。
色がついていなくても、周囲より低い場所は、
状況に応じて避難できるよう備えましょう。

洪水 高潮



日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

1月 令和7年 (2025) 令和7年 (2025)２月

●1月15日～21日  防災とボランティア週間
●1月17日  防災とボランティアの日 ●2月15日  市制施行記念日



・・・津波から命を守る・・・

津波の発生を察知する
①地震の発生　②海面の異変　③津波情報の発表　④避難の呼びかけ

適切に避難する

こんな時の対応は？

原則として車は使わない 引き波がなくても津波は来る ここなら安心と思わず、
より高いところを目指して
避難しましょう！

津波から避難する時は、一刻も早く高い所へ逃げましょう。

・避難指示を待つことなく、ただちに高い所に避難しましょう。
・津波は繰り返し襲ってくるので、いったん波が引いても、津波注意報や津波警報が解除されるまでは絶対に戻ってはいけません。
・海水浴中の場合は、監視員等の指示に従って避難しましょう。

・津波は川を遡上することがあり、上流側に避難しても津波は押し寄せてきます。川に背を向けてすばやく避難しましょう。

海岸
にいた時

川のそば
にいた時



3月
日 月 火 水 木 金 土 金 土

4月
日 月 火 水 木

令和7年 (2025)令和7年 (2025)



・・・知っておこう避難先の違い・・・

発生した災害によって、避難する先は異なります。避難先の違いについて確認しましょう。

震災時に自宅が倒壊するなど、住居を
失った人や自宅での生活に危険を伴う
人が一時的に避難生活を送る場所です。
また、震災時に自宅で生活する人の水
や食料、各情報などの支援拠点にもな
ります。

広い公園や学校の校庭を指定
地震などによって発生する大規模火災
の煙や熱から身を守るための場所です。
大規模火災発生時は、
近くの広域避難地に向かいましょう。

広域避難地

市立学校、コミュニティセンターや
一部の町内会館を指定
＊優先的に開設する避難所としてコミュニティセンター（19カ所）、
　体育館（4カ所）を指定

大雨や台風などの風水害時に、避難が必要になった人が一時的に避難
する場所です。被害が予想される場合、市が開設する避難所を決定し、
横須賀市 LINE 公式アカウントなどでお知らせします。

安全を確保できる場合、自宅、親戚、
友人の家なども避難先として有効です。
避難とは「難」を避けること。
身を守れる場所に柔軟に避難しましょう。

風水害時避難所

市立の小・中学校

震災時避難所

避難所に行くだけが
避難ではない

在宅避難



5 月
日 月 火 水 木 金 土

6 月
日 月 火 水 木 金 土

令和7年 (2025) 令和7年 (2025)

●6月中  土砂災害防止月間



避難所等の検索　

LINE 公式アカウントで
防災対策

横
須
賀
市

友だち追加はこちら▶
検索用 IDからも
追加できます

@yokosuka_official

“もしも” に備え、家族や大切な人を守るために
　　　　　　　　　　横須賀市 LINE公式アカウントで確認しておきましょう

LINE アプリを起動し、
「ホーム」を選択

1 「ホーム」画面の
「友だち追加」を選択

2 QRコードを読み取るか
ID(@yokosuka_offcial)
を入力して検索

3

1 2

ID を検索する場合2

QRコードを読み取る場合1

※QRコードは
   (株) デンソーウェーブの
   登録商標です。

追加を選択すると、
友だち追加が完了

4 メニューの「防災」を選択5 「避難所・応急給水拠点」を選択6
知りたい・探したい情報を
選択してください

災害監視カメラを見る

ハザードマップを調べる

警報・注意報を確認する

避難所・応急給水拠点を探す

調べたい拠点の種類を選択7
現在地から最寄りの施設までの

経路を確認できます

震災時避難所

風水害時避難所

震災時応急給水拠点



7月 令和7年 (2025)
日 月 火 水 木 金 土

令和7年 (2025)
日 月 火 水 木 金 土

●8月30日～9月5日  防災週間

8 月



・・・減災のためにできること・・・? ?

地震や津波、台風などの自然災害は避けることが難しく、被害をなくすことも困難です。
そこで、「減災」( 被害を少しでも小さくする ) という考え方が重要になります。
減災のために、日頃から備蓄をしたり、地域の防災訓練に参加しましょう。

自助 共助

一番大切なことは日頃の準備です。
建物の倒壊による被害を最小限に抑えるために、平成12年5月以前の
木造住宅は耐震診断を行いましょう。
非常食の備蓄や家族での話し合い等、日頃から災害に備えておきましょう。
普段から少し多めに食材・加工品を買い、使った分を買い足す、ローリング
ストック法も有効です。一週間分以上の備蓄をしておきましょう。

災害時には公的機関が十分に対応できなくなります。
そのため、自主防災組織 (町内会・自治会 )の
活動が重要になります。
地域の防災訓練等に積極的に参加し、連携を深めておきましょう。

家を耐震補強する 非常用持出カバン
をつくる 地域の防災訓練に参加する 地域全員で協力する

避難所の運営に協力する
災害用伝言板の
使い方を確認する

家具等の転倒を
防止する

171 家族の集合場所や
連絡手段を決める



日 月 火 水 木 金 土

令和7年 (2025)
日 月 火 水 木 金 土

令和7年 (2025)9月 10月
●9月1日  防災の日



・・・非常用の備え ・・・

災害時に備えて家庭備蓄をしておこう
災害発生からライフライン復旧まで一週間以上を要するケースが多く見られます。

このため、一週間分以上の家庭備蓄が望ましいと言われています。

非常用備蓄品 非常用持ち出し品

避難生活を送るときに必要な物品です。
(一週間分以上の分量を自宅の収納スペース、物置などに保管 )
日頃から少し多めにストックしておきましょう。ストックがそのまま
非常食になります。

避難時の最初の1日をしのぐために必要な物品です。
(両手が自由になるリュックサックなどに入れ、目につきやすく、すぐに
持ち出すことができる場所に保管 )

● チェックしてみよう● チェックしてみよう ● チェックしてみよう● チェックしてみよう

�非常食品
(レトルト食品、ドライフーズ、カップ麺、栄養補助食品、菓子類など）

�貴重品 (現金、通帳）

�飲料水 (携帯用飲料水）

�非常食
(乾パン、アルファ化米、缶詰など）

�応急医薬品
(ばんそうこう、傷薬、鎮痛剤、
解熱剤）

�衣類
(上着、下着、履物、タオルなど）

�簡易 (携帯 )トイレ

�懐中電灯

�ラジオ

�乾電池

�生活用品
(ライター、ろうそく、ナイフ、
ビニール袋、軍手、ウェット
ティッシュなど）

�家庭の事情に合わせて
　　準備するもの
(常備薬、予備メガネ、生理用品、
哺乳瓶、おむつなど）

�飲料水 (1人 1日 3リットルが目安）、生活用水

�給水用品 (ポリ容器、バケツなど）

�卓上コンロ、カセットボンベ

�固形燃料

�簡易（携帯）トイレ

�生活用品

�家庭の事情に合わせて準備するもの



11月 令和7年 (2025)
日 月 火 水 木 金 土 金 土

令和7年 (2025)
日 月 火 水 木

12月
(11月23日 勤労感謝の日)
●11月5日  津波防災の日



・・・防災情報を様々な手段で入手しましょう ・・・

災害発生時に
防災行政無線の放送内容や
避難場所をお知らせします。

横須賀市 LINE 公式アカウント 防災情報メール

登録方法
スマートフォンで二次元コードを読み取り、
友だち追加してください。
LINE ID @yokosuka_official 

登録方法
下記に空メールを送信してください
bousai-yokosuka@raiden.ktaiwork.jp
登録案内メールが届いたら案内に従って手続きしてください。

携帯電話・スマートフォンなどに
防災行政無線の放送内容や
避難所情報をお知らせします。

TEL:046-822-3900

電話で防災行政無線の
放送内容を案内しています。

防災情報テレフォンガイド 防災行政無線
防災行政無線は、住環境や地形、
天候の影響を受けやすく、聞き取
りづらい場合があります。他の手
段も積極的に活用してください。



・・・ラジオやテレビからの情報入手 ・・・

ラジオを備えておきましょう
『ラジオは災害時や停電時でも使用できる　有力な情報源です』
地元コミュニティ放送局「FMブルー湘南」
( FM:78.5MHz ) では、
大地震、津波、風水害時は番組を中断し、
きめ細やかな情報を放送します。

普段からテレビのデータ放送 (d ボタン)
を使いましょう

ご家庭のテレビで災害に関する情報を確認できます。
普段から使い方を覚えて、災害時に備えましょう！
テレビ視聴中にリモコンの dボタンを押すだけで
データ放送画面を表示できます。

確認できる災害情報
・警報の発表　・避難指示の発令　・避難所の開設情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など



・緊急性のある事件・事故
・火災やケガ・病人の発生
・停電・電線の切断など電気トラブル
・火災等の発生状況を知りたい
・防災行政無線の放送内容を知りたい
・夜間・休日の救急医療

・その他のお問い合わせ先

→
→
→
→
→
→

電話で110番に通報
電話で119番に通報
東京電力パワーグリッド
消防局テレホンガイド
防災情報テレホンガイド
救急医療センター
(内科、小児科、外科 )
　平日 (20:00～24:00)
　土曜日 (17:00～24:00)　日曜・祝日 (8:00～24:00)
( 救急当番医のご案内 )
横須賀市コールセンター
　平日 (8:00～18:00)　　 土日祝日 (8:00～16:00)
横須賀市消防局
　平日 (18:00～翌8:00)　土日祝日 (16:00～翌8:00)
横須賀市コールセンター
　平日 (8:00～18:00)　　 土日祝日 (8:00～16:00)

こんなとき 連絡先

TEL

TEL

TEL

TEL

0120-995-007
046-825-0119
046-822-3900
046-824-3001

046-822-4000

046-822-0119

046-822-4000

TEL

TEL

TEL

いざというときに




